
第 13 期第 2 回留萌地区海面利用協議会議事録 

 

１ 開催日時 令和８年２月４日（月）15 時 00 分～15 時３0 分 

 

２ 開催場所 留萌振興局 1 階 102 会議室 

 

３ 議  題 （１）くろまぐろ遊漁に関する届出制について 

（２）海難事故防止について 

（３）その他 

 

４ 出 席 者  

委 員 佐々木 圭太（漁業関係者代表） 

対馬 功介（漁業関係者代表） 

    櫛引 和也（漁業・遊漁兼業者代表） 

    青柳 誘孝（海洋性レクリエーション代表） 

    石本 敬 （公益代表） 

    佐藤 政良（学識経験者代表） 

 

事務局 北海道留萌振興局産業振興部水産課 

    課    長 北 弘由樹 

       漁業管理係長 沼田 啓貴 

       専 門 主 任 須貝 恒祐 

 

５ 会議の顛末 

 

（沼田係長） 

定刻となりましたので、ただいまから第１３期第２回留萌地区海面利用協議

会を開催いたします。 

事務局の漁業管理係長の沼田と申します。本日はよろしくお願いいたしま

す。 

開会にあたりまして、留萌振興局産業振興部水産課長の北からご挨拶申し上

げます。 

 

（北課長） 

留萌振興局水産課の北でございます。留萌地区海面利用協議会の開催にあた

りまして、一言ご挨拶申し上げます。 



委員の皆様には、年度末の何かとお忙しい中お集まりいただき、誠にありが

とうございます。 

昨今は、海洋性レジャーの多様化に伴い、海面利用の上での安全確保や資源

管理の強化などに関し、遊漁船業法の改正や安全設備の義務化、クロマグロ遊

漁における広域委員会指示など、海面利用上でのルールが大きく変わってきて

おります、 

改めて、関係法令の確認、遵守について、よろしくお願いいたします。 

さて、管内の昨年の海難状況ですが、ホタテ漁船が転覆、2 名が行方不明と

なる事故があり、更には、遊漁関係では釣り人が漁港から転落し 1 名が亡くな

る悲しい事故あったところです。 

皆様におかれましては、今一度、ライフジャケットの着用の徹底や海洋状況

に応じた無理のない行動について、関係者の皆様にご指導願いますようお願い

申し上げます。 

また、資源管理の面を見てみますと、クロマグロについてですが、漁業だけ

でなく、遊漁においても、採捕尾数の制限や報告の義務、届出制の導入など、

管理方法が見直されております。本日の議題にもございますので、留意願いま

すようお願いいたします。 

道と致しましても、水産業の安定的な発展だけではなく、海洋性レクリエー

ションの健全な発展を目指し、随時、必要な対策を講じたいと考えております

ので、海面利用協議会が活発な意見交換の場となりますことを期待してござい

ます。最後になりますが、留萌管内における事故のない安全な海面利用と、委

員の皆様、それぞれの分野での、今後、益々のご活躍とご健勝を御祈念いたし

まして、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

（沼田係長） 

まずは、お手元の配付資料をご確認願います。 

会議次第及び委員名簿に続いて、各資料になります。右上に資料番号を記載し

ており、資料１から資料４となっております。また、資料番号は付しておりませ

んが遊漁船安全設備導入支援事業概要及び遊漁船に対する日本財団の助成金を

活用した補助事業について、それぞれご用意しております。不足している資料等

ございましたら、お知らせいただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

それでは、本日、出席していただいた委員の皆様を紹介させて頂きます。 

～委員、事務局など出席者の紹介～  ※省略 

本日は皆様よろしくお願い致します。 

続いて、当協議会の座長についてですが、協議会規約第４(２)により当振興局



水産課北課長を座長とし、会議を進めさせて頂きたいと思います。 

それでは、北課長よろしくお願いします。 

 

（北課長） 

座長を務めます、北でございます。皆様の協力を得ながら議事を進めていき

たいと思いますのでよろしくお願いします。 

それでは、議題１「くろまぐろ遊漁に関する届出制について」事務局より説

明願います。 

 

（事務局） 

「くろまぐろ遊漁に関する届出制の導入について」ご説明させていただきま

す。 

資料１の 1 ページをご覧ください。 

くろまぐろの資源管理については、国際的に厳しい資源管理が求められてお

り、漁業は許可等により採捕出来る者を限定して管理がされています。国際約

束を遵守し、将来にわたってくろまぐろ資源を利用していくためには、遊漁に

ついても適切な管理を進める必要があることから、令和 3 年 6 月以降、広域

漁業調整委員会指示により、資源回復のためには小型魚の採捕を禁止するとと

もに、大型魚の採捕については、報告義務を課すとともに、採捕数量が期間別

に定めた上限を超えるおそれがある場合には採捕を禁止する等の規制が実施さ

れています。 

2 ぺージをご覧ください。 

水産基本計画では遊漁における資源管理は漁業者が行う資源管理に歩調を合

わせて実施するように求められてきましたが、水産資源管理の観点からは、魚

を採捕するという点では、漁業も遊漁も変わりはないため、今後、資源管理の

高度化に際しては、遊漁についても漁業と一貫性のある管理を目指していくこ

とから、クロマグロについては、その運用状況や定着の程度を踏まえつつ、漁

業と同じレベルの本格的な TAC による数量管理に段階的に移行することとな

りました。 

３ページをご覧ください。 

くろまぐろ遊漁の管理手法に関する共通の事項について、調査審議するた

め、令和 6 年 12 月にくろまぐろ遊漁専門部会が各広域漁業調整委員会の下に

設置されました。部会において、令和 7 年度におけるくろまぐろ遊漁の管理措

置を検討するとともに、くろまぐろ遊漁の全体像が把握できるよう、届出制の

具体的な内容についても議論されました。 

4 ページをご覧ください。 



令和７年度の釣りに関する規制に加えて、令和 8 年 4 月 1 日から届出制の

導入が開始されます。届出の種類は①釣り人（遊漁者）、②遊漁船業者、③プ

レジャーボート等の遊漁船以外の船舶を運航する人の 3 種類があります。 

5 ページをご覧ください。 

釣り人（遊漁者）の届出事項についてですが、対象者は令和８年４月 1 日か

ら令和９年３月 31 日までの間に、くろまぐろ（大型魚）釣りをするすべての

遊漁者となっております。届出期間は令和８年１月１日（木）から、最初にく

ろまぐろを採捕しようとする日の１営業日前まで （一回届出を行えば、委員

会指示期間中に何度も届出をする必要はありません）  

例として、５月６日（水・祝）に釣りに行く予定→５月１日（金）までに届

出してください。５月 20 日（水）に釣りに行く予定→５月 19 日（火）まで

に届出してください。届出方法はインターネット／LINE、メール等となってお

ります。届出内容は【必須項目】氏名、住所、電話番号、電子メールアドレス

となっており、【任意項目】として、遊漁船を利用する場合は遊漁船登録都道

府県、遊漁船登録番号、船名・遊漁船以外の船舶(プレジャーボート)を利用す

る場合は船舶番号又は船舶検査済票の番号、船名・カヤック、スタンドアップ

パドルボート（SUP）等を利用する場合は入出港する予定の場所・都道府県

名、漁港又は港湾の名称等、予定しているくろまぐろの採捕（釣り）の方法・

ルアー釣り、餌釣り、その他方法（具体的に記載）から選択してください。任

意項目は、釣行がすでに決定している場合はできる限り入力してください。届

出を行っていない方は、くろまぐろを採捕することはできません。くろまぐろ

を意図せず採捕した場合には、直ちに海中に放流してください。届出をせずに

くろまぐろを採捕したことが確認された場合は、農林水産大臣から広域漁業調

整委員会指示に従うべき旨の命令(裏付命令)が発出されます。 

 当該命令に従わない場合は、漁業法第 191 条に基づき、罰則（１年以下の

拘禁刑又は 50 万円以下の罰金）が適用されます。注意事項として、届出は釣

りをしようとする海域ごとに行う必要があります。6 ページに記載されている

図を参考にしてください。 

遊漁船以外の船舶（プレジャーボート等）を使用して自らくろまぐろ（大型

魚）を採捕しようとする遊漁者は、「遊漁者」と「遊漁船以外の船舶を運航す

る者」としての届出の両方が必要です。  

遊漁船業者は、遊漁者に対し、届出を含むくろまぐろ遊漁に関する規制につ

いて周知する義務があります。遊漁船を利用する場合は、遊漁船業者又は遊漁

船業務主任者から届出を含むくろまぐろ遊漁に関する規制について説明を受け

てください。 

８ページをご覧ください。 



遊漁船業者の届出事項についてですが、対象者は令和 8 年４月 1 日から令

和９年３月 31 日までの間にくろまぐろ（大型魚）の採捕を目的として遊漁者

を漁場に案内しようとするすべての遊漁船業者となっております。届出期間は

令和８年１月１日（木）から令和８年３月 20 日（金）まで一部例外あります

ので、9 ページを参考にしてください。この期間中に届出をしないと令和８年

４月１日から令和９年３月 31 日まで、くろまぐろ（大型魚）の採捕を目的と

した案内はできなくなります。届出方法はインターネット／LINE、メール等と

なっております。 

届出内容は氏名（法人の場合は名称及び代表者の氏名）、住所、電話番号、

電子メールアドレス、船名、遊漁船登録番号、入出港しようとする場所となっ

ております。注意事項として、届出は釣りをしようとする海域ごと及び船舶ご

とに行う必要があります。８ページに記載の海域を参照してください。 

また、遊漁者に対し、届出を含むくろまぐろ遊漁に関する規制について周知

する義務があります。 

11 ページをご覧ください。 

遊漁船以外の船舶を運航する者の届出事項についてですが、対象者は令和８

年４月１日から令和９年３月 31 日までの間、遊漁船以外の船舶（プレジャー

ボート等）を運航して、くろまぐろ（大型魚）の採捕を目的として遊漁者を漁

場に案内しよう（連れて行こう）とするすべての者、自ら漁場に赴こうとする

すべての者となっております。届出期間は令和８年１月１日（木）から令和８

年３月 20 日（金）までとなっております。一部例外ありますので、12 ペー

ジを参照してください。この期間中に届出をしないと令和８年４月１日から令

和９年３月 31 日まで、くろまぐろ（大型魚）の採捕を目的とした案内又は自

ら漁場に赴くことはできなくなります。届出方法はインターネット／LINE、メ

ール等となっております。届出内容は氏名（法人の場合は名称及び代表者の氏

名）、住所、電話番号、電子メールアドレス、船名、船舶番号又は船舶検査済

票の番号、入出港しようとする場所となっております。注意事項として、届出

は釣りをしようとする海域ごと及び船舶ごとに行う必要があります。海域は

11 ページを参照してください。遊漁船以外の船舶（プレジャーボート等）を

使用して、自らくろまぐろ（大型魚）を採捕しようとする遊漁者は、「遊漁

者」としての届出も必要です。 

1４ページには届出制の概要、15 ページには届出導入までのスケジュール、

16 ページにはよくある質問が記載されておりますので、ご参考にしてください。        

次に資料１-２の１ページをご覧ください。 



採捕状況についてとなりますが、４月～翌１月における遊漁の機会につい

て、昨年度は 119 日間、今年度は 170 日。また、４月～翌 2 月までの総採

捕数量は、令和８年２月 13 日時点で 58.8 トン（残り 3.3 トン）。  

他方、6、7 月の採捕の積み上がりが予想以上に大きく、月の上限を大幅に

超過したことから、遊漁専門部会の議論を経て、9 月以降の採捕上限を 3 トン

に変更。９～11 月の採捕数量の積み上がりは緩やかな状況となっておりま

す。 

ただし、12 月については、月の後半に採捕報告が増加し、月の採捕上限３

トンを超過（28 日から採捕禁止）となっております。 

 ２ページをご覧ください。 

令和８年２月 13 日時点で計 20 件の裏付け命令を発出（令和６年度の裏付

け命令発出実績は計 11 件）となっております。 

３ページをご覧ください。 

令和８年度における管理について、令和７年度（現行）は、毎月均等に設定

だったものが、令和８年度は、超過した数量を翌々月の採捕数量から均等に差

し引くことになります。大型魚のバッグリミット（保有制限）は１人１月１尾

までから１人各期間１尾までとなり、各期間は４月から始めて２か月間ごとと

なります。 

４ページをご覧ください。 

令和８年４月１日から導入されるくろまぐろ遊漁に関する届出について、令

和８年１月１日から受付を開始されました。令和８年２月 13 日時点における

届出の件数は、計 4,313 件（対象者間の重複を含む）。それぞれの届出件数は

以下のとおりとなっております。 

説明は以上となります。 

 

（北課長） 

ただいま、事務局から説明のあったとおり、クロマグロについては、漁業者

だけではなく遊漁の面からも資源管理が必要とされています。令和３年度から

遊漁による採捕に関する規制が導入され、令和８年４月１日から届出制の導入

が始まるとのことでより一層管理体制が強化されているところですので引き続

き、皆様のご協力をお願いします。 

議題 1 につきまして、何かご質問等ございますでしょうか。 

（特になし） 

特に質問等が無いようですので、続きまして議題２「海難事故防止につい

て」事務局より説明願います。 

 



（事務局） 

「過去５年間の船舶海難」と書かれた、資料２をご覧ください。 

これは第一管区海上保安本部のホームページで公表された資料となっており

ます。船舶海難隻数のうち、令和６年は 83 隻、うち死亡・行方不明者が 3 人

となっており、令和５年と比較して、総数は６隻減ったものの、死亡・行方不明

者は３名と増加しております。船舶用途別に見ると漁船がもっと多く 41 件、う

ち死亡・行方不明者が 2 人となっております。その次に多いのはプレジャーボ

ートで 16 件、死亡・行方不明者はゼロとなっております。 

海難種類別に見ると運航不能がもっとも多く 37 件となり、そのうち機関故

障が 10 件を占めております。 

「遊漁船・漁船の安全運航のために」と書かれた資料３をご覧ください。 

これは国土交通省運輸安全委員会のホームページに掲載されたものとなって

おります。定期点検のチェックリストを活用し、機関故障関連事故の防止に役立

てていただきたいと思います。 

 「遊漁船事業者の皆様へ 安全設備等の義務化のお知らせ」と書かれた資料４

をご覧ください。 

遊漁船に対し、法定無線設備、非常用位置等発信装置、救命いかだ及び隔壁の

水密化等の安全設備が義務化することに伴い、現在、国土交通省ではホームペー

ジで安全設備の搭載日（案）、オンライン説明会及び遊漁船に対する支援に関す

る情報等が公開させておりますので、お知らせします。 

 説明は以上となります。 

 

（北課長） 

ただいま事務局から説明がありましたが、皆様ご意見、ご質問等ございます

か。 

（特になし） 

海難事故については、昨年度、当管内でもホタテ養殖漁船が転覆し、2 名の

方が行方不明となっております。また、１月には檜山管内せたな町では 3 名が

死亡、１名が行方不明となっている事故が発生しました。 

皆様におかれましては、救命胴衣の着用はもとより、船舶の定期点検及び保

守整備の実施をお願いします。 

最後にその他として、安全設備を導入する遊漁船に対する支援について、 

事務局より説明願います。 

 

（事務局） 

 「遊漁船安全設備導入支援事業の概要」と「遊漁船の安全・安心確保促進事業」



と書かれた資料をご覧ください。 

 これらは先程、議題２で説明させていただきました遊漁船に対する安全設備

の義務化に伴う遊漁船事業者への支援となっております。詳細につきましては、

資料をご覧ください。 

説明は以上となります。 

 

（北課長） 

ただいま事務局から説明がありましたが皆様ご意見、ご質問等ございます

か。 

（特になし） 

遊漁船の安全設備義務化に関しては、皆様すでにご承知のことと思います。 

これらの事業を活用して頂くとともに、引き続き安全管理の徹底をよろしく

お願いします。 

本日予定されていた議題については以上で終了となりますが、せっかくの機

会ですので、全体を通してご意見等ございますか。 

 

（青柳委員） 

 マグロにいろいろな規制がかかっておりますが、取り締まりはどのような形

で行われているのでしょうか。 

 

（事務局） 

 基本的には海上で海上保安部や道の漁業取締船が見張っていると思います。 

 あとは陸に上がってきたときにクーラーバッグの中身を確認されたりとか 

大型魚だったら 1 人 1 尾以上持っていないとか、小型魚を持っていないと

か、そういった取り調べが行われると聞いています。 

 

（青柳委員） 

 警察の交通違反取り締まりみたいにいつどこでやっているというのは分から

ないということですね。 

 

（事務局） 

 そうですね。 

それを教えてしまうと取り締まりにならなくなってしまうので。 

 

（青柳委員） 

 このあたりでも取り締まりに来ているのですか。 



（対馬委員） 

 マグロの時期でなくサケの時期に密漁やっていないかって、小屋に入ってき

たり、全部調べられたり。 

 

（青柳委員） 

 我々は調べられたこと全然無いから、どういうふうに取り締まりってやって

いるのかなと。 

 

（対馬委員） 

 出港して帰ってきたところを待っているような感じです。 

 

（佐々木委員） 

 車も普通の乗用車使っているから全然分からない。見ただけで分からない。 

普通の人です。船はそんなに来ないけど、人は来ています。 

サケ、マグロの時期は秋だからぽつぽつと凪で出ているなというときには来

ています。 

  

（北課長） 

あとほかに何かございますか。 

それでは、以上をもちまして第 13 期第 2 回留萌地区海面利用協議会を終了

いたします。本日は、ありがとうございました。 

 


